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（
一
）趙
州
・
黙
雷

　
　
一
、趙
州
の「
阿
弥
陀
仏
」／
二
、黙
雷
の「
南
無
阿
弥
陀
仏
」

（
二
）一
休
・
正
三
・
良
寛

　
　
一
、一
休
の
転
宗
問
題
／
二
、正
三
の「
悟
ら
ぬ
悟
り
」／
三
、大
愚
良
寛
の
念
仏

（
三
）白
隠
・
大
拙
・
大
雅
窟

　
　
一
、白
隠「
唯
心
浄
土
・
己
身
弥
陀
」／
二
、大
拙「
看
話
と
念
仏
」／

三
、大
雅
窟「
禅
と
浄
土
教
」

森
本
省
念
略
年
譜

あ
と
が
き

北
野
大
雲
著

き
た   
の    
だ
い
う
ん

北
野
大
雲（
き
た
の
　
だ
い
う
ん
）

昭
和
一
八（
一
九
四
三
）年
、大
阪
市
に
生
れ
る
。四
一（
一
九
六
六
）年
、大
阪
外
国
語

大
学
卒
。四
一
〜
四
五
年
、
創
元
社
勤
務
。五
一（
一
九
七
六
）年
、
京
都
大
学
大
学
院

博
士
課
程
単
位
満
期
修
了
。そ
の
後
、華
頂
短
期
大
学
、相
愛
大
学
な
ど
で
教
壇
に
立

ち
つ
つ
、長
岡
禅
塾
第
三
世
浅
井
義
宣（
半
頭
大
雅
）老
師
に
参
禅
、嗣
法
。平
成
二
二

（
二
〇
一
〇
）年
、長
岡
禅
塾
副
塾
長
、二
八（
二
〇
一
六
）年
、長
岡
禅
塾
第
四
世
塾
長

に
就
任
。

主
な
著
作
と
し
て
、『
自
覚
の
現
象
学
』（
行
路
社
、一
九
九
九
年
）、『
禅
と
京
都
哲
学
』

（
共
著
、燈
影
舎
、二
〇
〇
六
年
）、『
禅
に
親
し
む
』（
禅
文
化
研
究
所
、二
〇
一
六
年
）

な
ど
が
あ
る
。

◆
著
者
略
歴

禅
と
念
仏

西
田
幾
多
郎
の
愛
弟
子
に
し
て
、長
岡
禅

塾
二
世
・
森
本
省
念（
も
り
も
と
せ
い
ね
ん
）。

新
発
見
の
日
記
や
真
宗
人
と
の
交
流
か

ら
浄
土
教
へ
と
の
び
て
い
っ
た
そ
の
禅

の
核
心
に
迫
る
。

2026年1月刊行

昭
和
の
名
僧 

森
本
省
念
の
禅

昭
和
の
名
僧 

森
本
省
念
の
禅


